
令和２年４月１５日 

新型コロナウイルス感染症により生じた事態に対処するための特殊業務手当等の特例について 

１ 提案理由  

緊急事態宣言が発令される状況において、急を要する新型コロナウイルス感染症患者に対応するため、特

例として特殊業務手当等を改正する。 
 

２ 提案内容  

（１）特殊業務手当の特例（職員給与規程第４０条の２） 

新型コロナウイルス感染症患者が入院する病棟へ専ら勤務する職員等について、特例として、大阪府

立病院機構給与規程第４０条の２に規定する特殊業務手当の対象とした下記金額の改定を行う。 

➀ 以下の業務の種別に掲げる職員に対し、月額を改定する。 

   ただし、緊急事態宣言下においては、日額を支給する。 

  ② ➀の適用に当たっては、月の初日に勤務する事業場の業務に基づいて確認するものとする。 

ただし、令和２年４月については、月額支給とせず、令和２年４月１日から４月６日の間は、改正後の

月額の日割り計算により支給する。 

また、緊急事態宣言が月途中に解除された場合は、月額支給とせず、その日から当該月の末日までの間

は、改正後の月額の日割り計算により支給する。 

  ③ 特殊業務手当の支給を受けるものについては、現行の職員給与規程第３７条防疫等作業手当につ

いては併給しないものとする。 

業 務 の 種 別 
現 行 改 正 （案） 

月 額 月 額 
緊急事態宣言下 

日 額 
１ 新型コロナウイルス感染症患者の診療に直
接従事することを常態とする医師及び歯科医
師 

円 
14,600 

円 
25,000 

円 
3,000 

２ 新型コロナウイルス感染症患者を専ら入院
させるための病棟に勤務する看護師、助産師
及び准看護師  

３ 新型コロナウイルス感染症患者の看護に直
接従事することを常態とする看護師、助産師
及び准看護師  

14,600 25,000 3,000 

４ 新型コロナウイルス感染症患者に汚染され
た検体を直接取り扱うことを常例とし、入院
患者及び外来患者に直接接する臨床検査技師 

14,600 25,000 3,000 

５ 新型コロナウイルス感染症患者を専ら入院
させるための病棟に勤務する看護助手 

14,600 25,000 3,000 

 

（２）防疫等作業手当の特例（職員給与規程第３７条） 

新型コロナウイルス感染症に関し、病院に勤務する職員等が、次に定める業務に従事したときは、当

面の間、防疫等作業手当の額は、従事した日１日につき、360円を 1,000 円と読み替える。ただし、緊

急事態宣言下においては、従事した日１日につき、3,000 円と読み替える。 

イ 新型コロナウイルス感染症の患者の治療又は看護 

ロ 新型コロナウイルス感染症の病原体が付着している物の処理 

ハ 新型コロナウイルス感染症の病原体の検査又は培養のため当該病原体を取り扱う業務 

ニ 新型コロナウイルス感染症の患者に直接対応 
    

３ 実施日   令和２年４月１日に遡って適用 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が

拡
大
す
る
中
、
連
日
連
夜
、
府
民
の

い
の
ち
と
健
康
を
守
る
最
前
線
で
必

死
に
頑
張
っ
て
お
ら
れ
る
み
な
さ
ん

に
、
心
か
ら
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

感
染
拡
大
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な

い
状
態
が
続
く
も
と
、
府
立
病
院
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
患
者
の

受
け
入
れ
も
拡
大
し
、
す
で
に
病
床

は
満
床
状
態
と
な
り
、
大
阪
府
か
ら

の
要
請
に
よ
っ
て
さ
ら
に
拡
大
す
る

動
き
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
事
態
を
踏
ま
え
、
府
職

労
・
府
立
病
院
労
組
は
、
３
月
３
日

に
要
求
書
を
提
出
し
、
３
６
０
円
の

特
殊
勤
務
手
当
を
大
幅
に
増
額
す
る

よ
う
求
め
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
３
月
31
日
に
は
「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
患
者
が
入

院
す
る
病
棟
（
以
下
「
コ
ロ
ナ
病
棟
」

と
い
う
）
」
へ
専
ら
勤
務
す
る
職
員

等
に
、
３
月
１
日
に
さ
か
の
ぼ
っ
て

月
額
１
万
４
６
０
０
円
（
日
額
は
３

６
０
円
の
ま
ま
）
を
支
給
す
る
と
い

う
回
答
を
得
ま
し
た
が
、
府
職
労
・

病
院
労
組
は
、
コ
ロ
ナ
病
棟
へ
応
援

に
行
っ
た
看
護
師
等
が
対
象
に
な
っ

て
い
な
い
こ
と
や
金
額
水
準
が
低
い

こ
と
を
指
摘
し
、
再
検
討
を
求
め
て

い
ま
し
た
。

４
月
15
日
に
は
あ
ら
た
め
て
緊
急

要
求
書
（
裏
面
掲
載
）
を
提
出
し
、

医
師
・
看
護
師
等
の
病
院
職
員
の
安

全
確
保
と
労
働
条
件
改
善
を
求
め
ま

し
た
。

そ
の
後
、
病
院
機
構
よ
り
提
案

（
別
掲
参
照
）
が
あ
り
、
①
コ
ロ
ナ

病
棟
勤
務
の
医
師
・
看
護
師
・
技
師
・

看
護
助
手
に
対
し
、
月
額
２
万
５
千

円
（
緊
急
事
態
宣
言
下
に
お
い
て
は

日
額
３
０
０
０
円
）
を
支
給
、
②
コ

ロ
ナ
患
者
の
治
療
・
看
護
、
病
原
体

付
着
物
の
処
理
、
病
原
体
の
検
査
等
、

患
者
と
直
接
対
応
し
た
職
員
に
対
し
、

日
額
１
０
０

０
円
（
緊
急

事
態
宣
言
下

に
お
い
て
は

日
額
３
０
０

０
円
）
を
支

給
す
る
と
し
、

４
月
１
日
に

さ
か
の
ぼ
っ

て
実
施
す
る

と
し
て
い
ま

す
。労

働
条
件

に
か
か
わ
る

事
項
で
あ
り
、

本
来
で
あ
れ

ば
労
働
組
合

と
の
協
議
を

行
う
も
で
す

が
、
現
在
の

状
況
の
中
、

い
ち
早
く
対

応
す
る
た
め
、

協
議
は
省
略
し
、
直
ち
に
実
施
す
る

よ
う
求
め
ま
し
た
。

ま
た
、
そ
の
他
の
要
求
項
目
（
職

員
の
安
全
確
保
、
必
要
物
品
の
確
保
、

看
護
師
等
の
増
員
な
ど
）
に
つ
い
て

も
引
き
続
き
努
力
す
る
よ
う
求
め
ま

し
た
。

緊
急
時
だ
か
ら
こ
そ
、
労
働
組
合

が
し
っ
か
り
現
場
の
状
況
を
把
握
し
、

要
求
す
る
こ
と
で
労
働
条
件
を
向
上

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

引
き
続
き
、
府
職
労
・
病
院
労
組

は
、
府
立
病
院
職
員
が
緊
急
時
で
あ
っ

て
も
、
安
全
に
働
き
続
け
ら
れ
る
よ

う
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。
そ
の
た

め
に
も
、
み
な
さ
ん
の
府
職
労
・
病

院
労
組
へ
の
加
入
を
心

よ
り
呼
び
か
け
ま
す
。

組合加入はこちらから→



２０２０年４月１５日 

大阪府立病院機構 

理事長 遠山 正彌 様 

大阪府関係職員労働組合 

                            執行委員長 小松 康則 

大阪府立病院機構労働組合 

                            執行委員長 山本 桃代 

 

新型コロナウイルス感染患者に対応する医師・看護師等の安全確保

と労働条件に関する緊急要求書 
 

新型コロナウイルスの感染拡大に歯止めがかからない状態が続いています。府立病院の新

型コロナウイルス感染患者の受け入れも拡大し、すでに病床は満床状態となり、大阪府から

の要請によってさらに拡大する動きになっています。 

当該病院では、医師・看護師が患者の命を救うため、連日連夜、感染患者の看護・ケアに

あたっています。 

医療崩壊を招く事態を回避するためにも、職員の安全確保を最優先し、労働条件を整備す

るよう緊急に要求しますので、至急、回答・対応をお願いします。 

 

１．医療崩壊を招く事態を回避するためにも、医師・看護師等の職員の安全確保を最優先す

ること。防護服、マスク、手袋等の感染防止に必要な物品を不足なく用意すること。防護

服の代用品を使用する場合は、安全性を十分に検証したうえ、ガウンテクニック等を周知・

徹底すること。 

 

２．新型コロナウイルス感染患者に対応する業務には、防護服の着脱等の時間を要するため、

十分な看護師の配置を行うこと。患者を受入れているセンターの看護師を緊急増員するこ

と。 

 

３．新型コロナウイルス感染患者に対応する医師・看護師等が定期的にＰＣＲ検査を受けら

れるようにすること。また、新型コロナウイルスへの感染が確認された場合は、公務災害

認定を行うとともに、府立病院機構として十分な補償を行うこと。 

 

４．新型コロナウイルス感染患者に対応する医師・看護師等全員に防疫等作業手当の金額（現

行（３月１日より）月額１４，６００円）を大幅に引上げること。また、発熱外来等の看

護師、患者受付担当者、応援対応の看護師等にも対象を拡大すること。 

 

５．以上の要求を速やかに実現し、今後の新型コロナウイルス感染患者の拡大にも対応でき

るように大阪府に対し、必要な予算措置、人的支援を要請すること。 
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